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上 記 、 20 19 年 春 期 講 習 テ キ ス ト の 誤 り を お 詫 び し 、 訂 正 い た し ま す 。  

 

サ ト ラ サ ー ビ ス  

代 表  内 田  都 良  

 

A 正 答 の 誤 り 訂 正  

 

p8 問 題 1  女 性 の 性 周 期 を 図 に 示 す 。 ③ と ④ の ホ ル モ ン で 正 し い の は ど れ か 。 2 つ 選 べ 。  

 誤  正 答  2 , 4    →  正  正 答  2 , 5  

 

 

B  解 説 文 章 お よ び 選 択 肢 文 章 の 誤 字 訂 正  

 

p4 問 題 1  延 髄 が 呼 吸 状 態 の 判 断 に 利 用 す る 受 容 体 は ど れ か 。 2 つ 選 べ 。  

 解 説  延 髄 と 橋 に は 呼 吸 中 枢 が あ る 。 呼 吸 中 枢 は 現 在 の 呼 吸 状 態 を 把 握 し て 腸 セ ス の

た め の 指 示 を 送 る 。 こ の 時 判 断 情 報 と し て 、 延 髄 の p H と CO 2 受 容 体 と 末 梢 の 酸

素 受 容 体 と 血 圧 受 容 体 の 情 報 を 利 用 す る 。 ア セ チ ル コ リ ン 受 容 体 や ム ス カ リ ン 受

容 体 は 副 交 感 神 経 の 受 容 体 と し て 、 ア ド レ ナ リ ン 受 容 体 は 交 感 神 経 の 受 容 体 と し

て 気 管 支 平 滑 筋 な ど に 分 布 し て い る 。  

誤  腸 セ ス  →  正  把 握 し て 調 節 の た め  

 

p4  問 題 2  血 液 凝 固 因 子 は ど れ か 。 2 つ 選 べ 。  

解 説  出 血 す る と 、 ま ず 血 小 板 が 働 き 次 に 血 液 凝 固 因 子 が 順 次 機 能 す る 。 血 液 凝 固 因

子 に は フ ィ ブ リ ノ ゲ ン や プ ロ ト ロ ン ビ ン 、 C a 2 +な ど が あ る 。 多 く の 血 液 凝 固 因 子

の 合 成 に は 肝 臓 が 機 能 す る 。 血 栓 形 成 後 に は プ ラ ス ミ ノ ゲ ン が 血 性 化 さ れ て 血 栓

溶 解 が 起 こ る 。  

誤  血 性 化  →  正  活 性 化  

 

p6  問 題  2  錐 体 外 路 系 の 構 造 ・ 働 き で 正 し い の は ど れ か 。 2 つ 選 べ 。  

解 説  運 動 神 経 の 伝 導 路 に は 錐 体 路 と 錐 体 外 路 が あ り 、 錐 体 外 路 は 慣 習 化 し て ほ ぼ 無

意 識 に 行 え る 体 制 運 動 の 伝 導 路 で あ り 、 小 脳 や ド パ ミ ン が 大 き く 関 与 す る 。 大 脳

基 底 核 で は 錐 体 外 路 系 の 刺 激 と 錐 体 路 系 の 刺 激 及 び 中 脳 の 反 射 刺 激 な ど が 選 択 ・

混 合 さ れ 様 々 な 身 体 運 動 が 可 能 に な る 。 大 脳 基 底 核 や 小 脳 、 ド パ ミ ン 不 足 な ど の

障 害 で は 、 ぎ こ ち な い 歯 車 用 の 動 き に な る 。  

誤  体 制 運 動  →  体 性 運 動  

 

p7  問 題 1 副 腎 髄 質 か ら 分 泌 さ れ る ホ ル モ ン は ど れ か 。 2 つ 選 べ 。  

解 説  副 腎 髄 質 か ら は 、 カ テ コ ー ル ア ミ ン 類 で あ る ア ド レ ナ リ ン と ノ ル ア ド レ ナ リ ン

が 分 泌 さ れ 、 い ず れ も 交 感 神 経 を 興 奮 さ せ る 。 副 腎 髄 質 か ら は 糖 質 コ ル チ コ イ ド

と ア ル ド ス テ ロ ン が 分 泌 さ れ 、 血 糖 ・ 血 圧 の 上 昇 を 行 い 交 感 神 経 系 と 協 調 す る  

誤  副 腎 髄 質  →  副 腎 皮 質  

 

p20  問 題  1 イ ン ス リ ン に よ り 血 糖 値 が 低 下 す る 仕 組 み で 正 し い の は ど れ か 。  

解 説  イ ン ス リ ン は 強 力 に 血 糖 値 を 低 下 さ せ る 唯 一 の ホ ル モ ン で あ る 。 血 液 中 の グ ル

コ ー ス を 減 少 さ せ る た め に 、 解 答 反 応 を 促 進 し 糖 新 生 を 抑 制 す る と と も に コ レ ス

テ ロ ー ル か ら TG を 合 成 し て 皮 下 脂 肪 と し て 血 管 外 へ 送 り 出 す 。 グ リ コ ー ゲ ン を

合 成 し て 骨 格 筋 に 送 り 込 む こ と で も 血 糖 値 を 低 下 さ せ て い る 。  

誤  解 答 反 応  →  解 糖 反 応  



 

p31  問 題  1   エ ビ ピ ラ フ を 食 べ た 後 に シ ョ ッ ク 症 状 を 呈 し 、 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー シ ョ ッ ク で あ

る と 判 断 さ れ た 。 こ の 時 見 ら れ る 特 徴 的 な 症 状 は ど れ か 。 2 つ 選 べ 。  

解 説  ア ナ フ ィ ラ キ シ ー シ ョ ッ ク は 、交 感 神 経 の 遮 断 に よ る 末 梢 血 管 の 拡 張 が 病 態 と な

り シ ョ ッ ク 症 状 を 呈 す る 。 手 足 は 暖 か い こ と が 特 徴 で 、 蜂 さ さ れ な ど で は 短 時 間

で シ ョ ッ ク を 引 き 起 こ す 。 治 療 は ア ド レ ナ リ ン (α 刺 激 薬 )に よ る 抹 消 血 管 収 縮 と

副 腎 皮 質 ホ ル モ ン 剤 が 優 先 し て 用 い ら れ る 。  

誤  抹 消 血 管  →  正  末 梢 血 管  

 

p31  問 題  2 閉 塞 性 換 気 障 害 に 分 類 さ れ る 疾 患 は ど れ か 。 2 つ 選 べ 。  

問 題 選 択 肢  

1 肺 線 維 症  

2 腎 杯  

誤  腎 杯  →  正  塵 肺  

 

p31  問 題  3 再 生 不 良 性 貧 血 の 症 状 は ど れ か 。 2 つ 選 べ 。  

解 説 再 生 不 良 性 貧 血 は 、 骨 髄 機 能 の 障 害 に よ る 造 血 障 害 で 、 白 血 球 や 血 小 板 の 造 血 も

障 害 さ れ る 。 易 感 染 状 態 や 出 血 傾 向 は 、 口 腔 内 症 状 に 早 く 気 づ き や す く 、 歯 肉 炎

や 歯 肉 出 血 な ど に の 出 現 に 注 意 す る 。 鉄 欠 乏 性 貧 血 で は 、 匙 状 爪 や 嚥 下 時 の 食 道

痛 が 見 ら れ 、 溶 血 性 貧 血 で は 、 間 接 ビ リ ル ビ ン の 増 加 に 伴 う 黄 疸 が 見 ら れ る 。  

誤  歯 肉 炎 や 歯 肉 出 血 な ど に の 出 現  →  「 に 」 を と る  

 

p34  問 題  1 う つ 病 で 不 足 す る 物 質 は ど れ か 。 2 つ 選 べ 。  

解 説  う つ 病 は 、 脳 内 の セ ロ ト ニ ン や ノ ル ア ド レ ナ リ ン が 不 足 し た 状 態 で 起 こ る 。 セ

ロ ト ニ ン は 、 脳 内 の 情 動 活 動 ウ ィ 活 発 に し 高 揚 感 を 高 め る と と も に 、 ノ ル ア ド レ

ナ リ ン と 協 調 し て 交 感 神 経 機 能 を 高 め て い る 。 従 っ て 、 う つ 病 は 交 感 神 経 が 抑 制

さ れ た 身 体 状 況 に あ る 。セ ロ ト ニ ン 再 取 り 込 み 阻 害 薬 ( SSR I )は セ ロ ト ニ ン を 高 め る

作 用 が あ り 、 抗 う つ 薬 と し て 用 い ら れ て い る 。  

誤  ウ ィ  →  を  

 

 

 


